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SWIFT、2021年の取扱い電文量は昨年比11.2％増、国際送金のインスタント化が幅広く支持を獲得
...........................................................................
· 2021年は送金、証券決済ともに過去3年で最高の増加率を記録
· ピーク時の処理量も一日5,020万件と過去最高を記録
· 主要な戦略的取り組みも順調に推移

	
	
	



2022年1月XX日　ブリュッセル – 本日SWIFTは2021年の取り扱い件数が前年比11.2%増であったことを発表しました。これは、 過去3年で最も高い成長率で、SWIFTの戦略である国際送金のインスタント化が広く支持されたことを示しています。SWIFTは、資金及び証券決済の電文をFINメッセージサービスを用いて一日平均約4,200万件処理しました。昨年11月30日には一日の電文量が5,020万件となり、新たなピークを記録しました。これは、5年前に記録されたピーク量に比較すると66%増です。このSWIFT利用件数の増加は、世界中の金融機関が使用するプラットフォームとして、デジタル経済の将来の成長を支援していることを意味しています。近年の主要な基盤更新により、スピード、透明性、データ能力が劇的に向上し、SWIFTのプラットフォームがその他の代替案を上回るパフォーマンスを実現しています。
2021年を通して、SWIFTはいくつかの主要なイニシアチブの提供を通じ、銀行の取引先に対する国際送金に関わるカスタマーエクスペリエンスの変革を支援しました。これには、SWIFT Goによる小口決済の処理時間と透明性の向上や、急速に成長するこの分野でのタイプミス、スペルミス、その他の遅延の原因となる入力エラーを事前に確認するための送金事前検証の導入、銀行がより優れたアプリやサービスをエンドユーザーに提供するために利用可能なデータを改善するためのツールなどが含まれます。 

SWIFTの戦略は、新しいサービスを積極的に支持するコミュニティと密接に連携して開発されました。7月に稼働を開始したSWIFT　Goは150銀行が既に契約を完了し、その数は2022年には飛躍的に増加する見込みです。70を超える金融機関が送金の事前検証サービスの契約をしています。これは、SWIFT全体の送金指図における受益者口座の35%を占めています。さらに、中央銀行デジタル通貨（CBDC）、トークン化された資産、市場インフラの相互リンクなどの分野における新しいイノベーションを追求するために、2021年を通じてSWIFTとコミュニティは幅広く協力しました。

SWIFTは、国際送金のスピード、透明性、予測可能性を大幅に向上させるために2017年に始まったgpiを基に強固な基盤を構築しています。国際決済銀行（BIS）が認識しているように、5年後には、SWIFT経由の国際送金の大半は、処理時間の中央値が2時間未満となり、大口決済の場合には5分未満に完了すると見込まれます。SWIFTの戦略は、11,000の参加者、40億の口座、200の国と地域をまたがる即時処理を実現するためにスピードを加速させる一方で、他に比類のない高度なセキュリティ、信頼性、レジリエンスを維持することにあります。 

SWIFTの最高戦略責任者であるDavid Watsonは次のように述べています。「昨年の11.2%というSWIFTトラフィックの大幅な増加は、金融コミュニティのSWIFTに対する信頼を示しており、これは国際送金の革新をさらに進めるための戦略が支持されたからだと考えています。2021年には、世界のどこにいても口座間の即時取引を容易にする計画を大きく前進させました。今年は、さらに踏み込んで国際決済の新たな時代を切り拓いてまいります。」





国際銀行間通信協会（SWIFT）について
SWIFTはメンバーによって保有されたグローバルな協同組合であり、安全な金融メッセージングサービスを提供するリーディングプロバイダーです。SWIFTは金融コミュニティに対し、通信に必要なメッセージングおよびその標準化を支えるプラットフォームのほか、決済ネットワークへのアクセスやシステムの統合・連携、認証、分析、規制コンプライアンス等にかかる製品およびサービスを提供しています。
SWIFTは200を超える国と地域における11,000以上の銀行、証券会社、市場インフラ、事業法人等をつなぐ通信プラットフォーム、および各種製品・サービスを提供しています。SWIFT自体は資金を保有せず、顧客の口座を管理しないものの、グローバル・コミュニティのユーザーに対し、金融メッセージを確実に交換する方法を提供することで安全なコミュニケーションを可能にします。これにより、国内外の金融取引に加え、世界中の貿易と商取引を支えています。
SWIFTは信頼できるプロバイダーとして卓越した運用を絶えず追求し、コミュニティによるサイバー攻撃への対処をサポートします。またコストを軽減し、リスクを削減し、業務の非効率をなくす方法を常に模索しています。当社の製品およびサービスは、コミュニティ内のアクセスと統合、ビジネス・インテリジェンス、参照データと金融犯罪コンプライアンスのニーズをサポートします。またSWIFTは国際・地域・国内レベルで金融コミュニティを取りまとめ、市場慣行の形成やスタンダードの定義、共通の関心分野に関する議論を推進しています。
SWIFTはベルギーに本社を置き、国際的なガバナンスと監督を通じて、組合体制の中立的かつグローバルな特性を発揮します。また、グローバルなネットワークを通じて、すべての主要な金融センターで積極的に活動を展開しています。

報道関係者からのお問い合わせ先
ウェーバーシャンドウィック　SWIFT担当　トウ、原田
03-5427-7411 / 03-5427-7383
swiftjapan@webershandwick.com
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